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駐
屯
地
（
司
令　

安
河
内
２
佐
）
は
６
月
11

日
に
第
13
飛
行
隊
（
防
府
）
の
支
援
を
受
け
平

成
28
年
度
航
空
機
体
験
搭
乗
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
隊
員
家
族
の
ほ
か
、
駐
屯
地
に
対

す
る
支
援
・
協
力
者
な
ど
35
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
フ
ラ
イ
ト
に
先
立
ち
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
安
全
教
育
を
受
講
し
た
後
、
緊
張
の
面

持
ち
で
待
望
の
フ
ラ
イ
ト
に
臨
ん
だ
。

　

爽
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
フ
ラ
イ

ト
日
和
の
中
、
陸
上
自
衛
隊
の
多
目
的
輸
送
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
Ｕ
Ｈ

－

１
の
低
い
ロ
ー
タ
ー
音
が

響
き
渡
り
、
９
時
30
分
か
ら
１
組
目
の
フ
ラ
イ

ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　

各
組
は
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
陸
し
た
後
、

出
雲
大
社
、
稲
佐
の
浜
、
神
戸
川
、
神
西
湖
な

ど
豊
か
な
郷
土
の
景
観
を
上
空
か
ら
約
15
分
間

楽
し
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
上
空
か
ら
の
景
色
は
本
当
に
感
動
的
で
し

た
。」

　
「
ス
ム
ー
ズ
な
離
着
陸
で
乗
り
心
地
も
良
く
、

こ
れ
な
ら
災
害
派
遣
等
で
患
者
搬
送
も
Ｏ
Ｋ
な

は
ず
。
ま
た
、
派
遣
現
場
で
は
災
害
箇
所
の
実

態
が
よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

▲いよいよ take off！！

▲ワクワクドキドキしながら乗り込む参加者

▲ＵＨー１の前で記念写真を撮る参加者の皆さん

部外者航空機体験搭乗
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第
304
施
設
隊
（
隊
長　

渡
邊

２
佐
）
は
平
成
28
年
６
月
17
日

か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
第
４
施

設
団
長
が
統
裁
す
る
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。
17
日
に
行
わ
れ

た
隊
容
検
査
に
引
き
続
き
、
長

池
演
習
場
か
ら
大
久
保
駐
屯
地

ま
で
の
約
30
ｋ
ｍ
の
行
軍
を
実

施
し
た
。
そ
の
後
「
方
面
隊
の

全
般
支
援
」
の
命
を
受
け
、
施

設
小
隊
Ｃ
は
指
揮
所
用
簡
易
掩

蓋
掩
壕
×
１
の
構
築
及
び
13
施

設
隊
の
増
援
、
交
通
小
隊
は
作

業
室
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
×
１
、

８
高
射
群
射
撃
陣
地
の
各
施
設

構
築
、
渡
河
器
材
小
隊
は
自
走

架
柱
橋
及
び
混
合
橋
の
架
設
、

第
301
施
設
小
隊
は
作
業
室
用
簡

易
掩
蓋
掩
壕
×
１
を
構
築
し
た
。

　

状
況
開
始
か
ら
梅
雨
前
線
の

影
響
に
よ
る
降
雨
に
よ
り
泥
ね

い
化
し
隊
員
の
足
場
の
状
況
も

悪
化
し
た
が
、
持
ち
前
の
施
設

魂
に
よ
り
作
業
を
継
続
し
隊
長

要
望
事
項
「
被
支
援
部
隊
の
目

線
に
立
っ
た
支
援
」
を
具
現
す

べ
く
、
被
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
作
業
を
追
及
し

た
。

　

各
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
積
み

上
げ
て
き
た
訓
練
成
果
を
発
揮

し
所
命
の
任
務
を
達
成
、
状
況

を
終
了
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
諦
め
な
い
、

一
丸
と
な
っ
て
や
り
遂
げ
る
」

第
304
施
設
隊
の
伝
統
を
引
き
継

い
で
行
き
た
い
。

　

今
回
、
リ
ぺ
リ
ン
グ
訓
練
に

参
加
し
当
初
は
不
安
な
部
分
が

あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
部
の
方

た
ち
の
熱
心
な
指
導
の
お
か
げ

で
無
事
訓
練
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
参
加
者
が
全
員
、
陸
士

と
い
う
事
も
あ
り
経
験
も
知
識

も
少
な
く
、
と
て
も
危
険
な
訓

練
で
し
た
が
教
官
の
教
え
を
守

り
、
安
全
第
一
を
心
掛
け
実
施

し
た
こ
と
で
一
件
の
事
故
も
な

く
訓
練
を
終
了
で
き
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
も
こ
の
訓
練
を
経

験
し
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が

偵
察
隊
員
と
し
て
の
知
識
、
技

術
の
向
上
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

さ
ら
な
る
練
度
向

上
を
目
指
し
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
訓
練
指
導
部
、
第
13

飛
行
隊
の
皆
様
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

偵
察
隊　

陸
士
長　

坂
根
海
斗

リ
ぺ
リ
ン
グ
訓
練
に
参
加
し
て

　

私
は
６
月
10
日
、
第
13
飛
行

隊
と
協
同
で
実
施
さ
れ
た
オ
ー

ト
バ
イ
積
載
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

実
機
訓
練
を
迎
え
る
一
週
間

前
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
入
隊
２
年
目
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
少

し
自
信
を
持
っ
て
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
が
、
し
か
し
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
思
う
よ
う
に
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な

問
題
点
が
出
る
の
だ
ろ
う
と
、

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
答
え
は

す
ぐ
に
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
以

前
、
組
員
で
し
た
が
今
、
私
が

実
施
し
て
い
る
の
は
組
長
。
つ

ま
り
オ
ー
ト
バ
イ
を
積
載
す
る

と
い
う
点
は
一
緒
で
あ
っ
て
も

目
線
の
時
点
で
既
に
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
組
長
で
あ
る
こ
と
を
よ

り
意
識
し
、
研
鑽
を
重
ね
本
番

を
迎
え
ま
し
た
。
本
番
は
実
機

を
使
用
し
て
の
訓
練
と
い
う
事

も
あ
り
「
速
度
」
よ
り
「
確

実
」
を
重
視
し
て
積
載
し
ま
し

た
。
本
番
故
に
多
少
ミ
ス
を
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
実
機

を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
終
了
で

き
ま
し
た
。

　

自
分
の
動
作
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
組
員
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
ま
た

こ
の
経
験
を
次
の
訓
練
や
後
輩

に
指
導
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

偵
察
隊　

３
等
陸
曹　

山
下
翔
太

オ
ー
ト
バ
イ
積
載
訓
練
に
参
加
し
て

▲オートバイ積載

▲オートバイ卸下 ▲降下用意！

▲ 降 下 ！

▲統裁官に報告する施設隊長
▲行軍する施設隊

▲泥ねい地での陣地構築
▲陣地で敵を警戒

偵察隊・飛行隊協同訓練

施設隊訓練検閲受閲
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永
年
の
勤
務

お
疲
れ
様
で
し
た
。

祝 

定
年
退
官

　

平
成
28
年
６
月
２
日
、
方
面
隊
最
先
任
上
級

曹
長
（
方
面
隊
下
士
官
最
高
位
）
叶　

准
尉
が

部
隊
の
現
況
把
握
の
た
め
出
雲
駐
屯
地
に
来
駐

し
た
。

　

方
面
最
先
任
上
級
曹
長
は
出
雲
駐
屯
地
先
任

上
級
曹
長
（
偵
察
隊　

新
谷
准
尉
）
か
ら
駐
屯

地
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
駐
屯
地
所
在
の
曹

士
と
の
懇
談
、
駐
屯
地
各
部
隊
の
訓
練
状
況
等

を
視
察
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
隊
員
食
堂
に
お
い
て
各
部
隊
代

表
者
と
和
や
か
に
会
食
し
、
午
後
は
資
料
館
の

研
修
及
び
各
部
隊
先
任
上
級
曹
長
と
の
懇
談
を

行
い
、
認
識
の
共
有
及
び
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

　

駐
屯
地
は
７
月
２
日
、
３
日

の
両
日
、
出
雲
市
長
浜
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
）
が
実
施
し
た
隊
内

生
活
体
験
を
支
援
し
た
。

　

支
援
は
、
偵
察
隊
・
秋
田
３

曹
以
下
４
名
の
隊
員
が
担
当
し
、

集
団
行
動
及
び
規
律
心
の
向
上

に
着
意
し
て
指
導
し
た
。

　

駐
屯
地
に
到
着
し
た
14
名

の
小
学
生
達
は
、
聞
き
な

れ
な
い
言
葉
と
分
刻
み
の

行
動
で
、
普
段
と
勝
手
の

違
う
生
活
環
境
に
少
し
困

惑
し
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、

実
施
項
目
の
基
本
教
練
・
徒
歩

行
進
を
元
気
よ
く
行
っ
た
。

　

１
泊
２
日
の
短
い
間
で
あ
っ

た
が
、
生
徒
た
ち
は
部
活
動
で

培
わ
れ
た
協
調
心
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
順
応
し
、
生
活
体
験

の
目
的
を
良
く
理
解
し
、
積
極

的
に
物
事
に
取
り
組
み
、
テ
キ

パ
キ
と
動
作
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

施
設
隊

　

准
陸
尉　

黒
川　

政
弘

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
小
山
町

業
務
隊

　

陸
曹
長　

金
山　

幸
浩

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
下
古
志
町

業
務
隊

　

准
陸
尉　

三
原　
　

勉

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
東
園
町

方面隊最先任上級曹長 来駐

▲駐屯地の曹士と懇談する
方面隊最先任上級曹長

▲偵察隊の訓練を視察する
　方面隊最先任上級曹長

▲敬礼動作を演練
　する参加者

▲

協
力
し
て
ベ
ッ
ド

　

メ
イ
キ
ン
グ
す
る

　

参
加
者

隊
内
生
活
体
験
支
援
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島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持
田
佳
郎
）

は
５
月
29
日
、
出
雲
市
の
ラ
ピ
タ
・
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
で
定
期
総
会
を
開
催
。

　

議
案
の
審
議
等
を
全
会
一
致
で
承
認
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
隊
友
会
歌

「
あ
あ　

こ
の
血
潮
」
を
力
強
く
合
唱
し

閉
会
。

　

そ
の
後
に
実
施
し
た
講
演
会
は
「
政
治

決
戦
・
参
議
院
選
挙
を
占
う　

安
保
法
制
・

憲
法
改
正
は
争
点
に
な
り
う
る
か
」
と
題

し
て
、
講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
政
治
解
説
委
員
の

安
達
宜
正
氏
。
高
確
度
の
解
説
に
聴
衆
は

深
い
感
銘
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
迎
え
関
係
者
の
参
加
を

得
て
懇
親
意
見
交
換
会
を
実
施
し
祝
辞
、

祝
電
披
露
等
終
始
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
。

８
月
定
年
退
官
予
定
者

偵
察
隊

　

１
等
陸
尉　
　

米
原　

利
幸

　

海
上
自
衛
隊
最
大
の

護
衛
艦
「
い
ず
も
」（
約

１
万
９
５
０
０
ｔ
）
が
休
養

と
補
給
の
た
め
６
月
28
日
、

出
雲
市
大
社
漁
港
約
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
沖
に
投
錨
し
停
泊

し
た
。

　

今
回
は
１
日
だ
け
の
停
泊

で
は
あ
っ
た
が
、
１
年
ぶ
り

に
大
社
沖
に
姿
を
見
せ
た

「
い
ず
も
」
の
巨
大
な
雄
姿

は
改
め
て
見
学
者
達
に
驚
き

と
感
動
を
与
え
て
い
た
。

▲稲佐の浜より「いずも」を臨む

▲大社沖に浮かぶ「いずも」

９
月
定
年
退
官
予
定
者

施
設
隊

　

陸
曹
長　
　

松
本　

秀
延

隊 友 会 活 動

「
あ
あ
こ
の
血
潮
」

作
詞　
　

鈴
木　
　

井
き
よ
し　

作
曲　
　

古
関　

裕
而　

（
一
）あ

あ
こ
の
血
潮　

こ
の
生い
の
ち命

う
け
た
は
る
か
な　

故ふ
る
さ
と郷
に

　

幸
さ
い
わ
いあ
れ
と　

肩
く
み
て

呼
べ
ば
答
え
る　

山や
ま
な
み脈
の

雲
は
流
れ
る　

陽
が
の
ぼ
る

（
二
）桜

も
咲
け
ば　

菊
も
さ
く

み
ど
り
に
映
え
る　

山や
ま
か
わ河
に

そ
び
え
る
富
士
を　

仰
ぎ
見
て

手
に
手
を
と
っ
て　

行
く
道
に

は
ば
た
く
鳩
が　

共
に
舞
う

（
三
）南

と
北
の　

島
々
に

新
た
な
息
吹　

あ
が
る
と
き

お
れ
と
お
前
の　

隊
友
が

船
出
の
歌
を　

高
ら
か
に

歌
え
ば
四よ

も方
の　

波
静
か

　

島
根
県
隊
友
会
は
４
月
18
日
、
熊
本
地

震
に
係
る
災
害
派
遣
と
し
て
出
雲
駐
屯
地

所
在
部
隊
が
出
動
し
、
南
阿
蘇
村
に
お
い

て
活
動
中
で
あ
る
こ
と
を
承
知
す
る
や
、

留
守
部
隊
長
に
激
励
品
を
贈
呈
し
た
。

総
会
・
講
演
会
の
実
施

事
務
局
次
長　

築
森
寛
喜

隊
友
会
歌

災
害
派
遣
部
隊
の
激
励

▲ 講演する安達氏

読み終ったら

家族にも見せよう

護
衛
艦「
い
ず
も
」

大
社
沖
に
投
錨


